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堀慎治会場委員長
「君が代」「奉仕の理想」

クラブテーマ：「熱田の杜・友愛・気品」
～ロータリーを考える月間～

髙須直前会長より松波新会長へ、馬場直前幹事より平野新幹事へ
バッジの伝達が行われました。また、新会長・新幹事より直前会長・
直前幹事へ記念バッジの贈呈が行われました。

バッジ伝達式
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本年度クラブ奉仕委員長を務めさせて頂きます。クラブ奉仕委員
会の皆様、よろしくお願いいたします。
新年度となりました。本年度もよろしくお願いします。

松波・平野丸の新しい船出を祝して。本年は小生、仕事に専念で
きそうです。
松波会長、平野幹事、1年間頑張って下さい。期待しております。
西本副会長の挨拶も楽しみにしています。
松波年度が始まります。会場委員会もこれから色 と々お世話にな
ります。ロータリーの友情でノークレームでお願いします。

新年度も宜しくお願いします。
新入会員の川本さんを私以上に面倒見て下さい。松波先生、宜し
く。
松波新会長始め新スタッフでの門出を祝し、当クラブの一層の発
展を祈ります。
今年度もよろしくお願いします。
本日より入会しました。これから宜しくお願い致します。

新しい委員会、頑張りたいと思います。
本年度、ニコボックスを担当します。よろしくお願いします。

暑い夏になりました。無理をしない節電で乗り切りましょう。

本年度も宜しくお願い致します。
7月20日は私の誕生日です。
先日の花籠親方を囲む会ありがとうございました。また、委員会の
打ち上げでは亀井委員長ありがとうございました。今日から宜し
くお願いします。
松波会長始め執行役の皆様、ご苦労様です。この1年、のんびりお
世話になります。
松波会長、平野幹事、健康に留意され、1年頑張って下さい。

松波年度のスタートを祝します。7月は妻の誕生日でした。忘れそ
うでした。
松波会長を始め幹事、役員、理事の皆さん、スタートおめでとうご
ざいます。1年間体に気を付けて、ご活躍下さい。

髙木　　勝さん

八木沢幹夫さん

稲葉　　徹さん

増田　盛英さん

堀　　慎治さん
鶴田　　浩さん

内田　久利さん

野崎　洋二さん
鈴木　淑久さん

川本　昌市さん
山本　英雄さん

神田　広一さん

髙木　元明さん
大嶽　達郎さん
岩田　吉廣さん

山口　哲司さん

𠮷木　洋二さん

近藤　雄亮さん

天野　正明さん

岩本　成郎さん
遠山　堯郎さん　馬場　將嘉さん　長瀬憲八郎さん
加納　　裕さん　関谷　俊征さん　田中　隆義さん
湯澤　勇生さん　伊藤　　豪さん　森　　恒夫さん
泉　　憲一さん　湯澤　信雄さん　市岡　正蔵さん
梅村　昌孝さん

内田　久利さん　松井文一郎さん　渡辺喜代彦さん
岩田　吉廣さん　布目　　徳さん　湯澤　信雄さん
鈴木　圓三さん　田中　隆義さん

R情報・研修委員会：長瀬憲八郎R情報・研修委員長
　本日メールボックスに「ロータリーの友」を入れましたが、23ペー
ジに国内友好クラブの札幌手稲RCが行ったイベントが紹介されて
いますので、ご覧下さい。

阿波踊り同好会：髙須洋志さん
　昨年度6月に会員12名で阿波踊り同好会を発足させ、本日が第
1回目の練習日です。太閤連の道場で練習を2時間（19：00～21：
00）行います。場所が分かりにくいので、時間に余裕を持ってお集ま
り下さい。
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今日から一年間会長を務めさせて頂きます。皆様のご協力とご鞭
撻を宜しくお願いします。
松波さん、平野さん、健康で1年間活躍されるよう祈っています。
クラブへの奉仕、感謝申し上げます。
7月31日は85回目の誕生日です。また、松波・平野丸の船出を祝
して。
松波丸の活躍をお祈りします。
今年1年、会長をサポートして無事に務めたいと思いますので、よ
ろしくお願いします。

松波　恒彦さん

髙須　洋志さん

鈴木　圓三さん
本多　清治さん

平野　好道さん

ニコボックス 梅村昌孝ニコボックス委員長

7月お誕生日おめでとう

委員会・同好会報告

1980年(昭和55年)1月10日
松波　恒彦
平野　好道
大嶽　達郎
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　新しい松波・平野年度の出発を祝い、乾杯したいと思います。どう
ぞお体には気をつけて、1年間健康でご活躍されることをお祈りい
たします。乾杯!

乾杯 髙須洋志直前会長

卓話 松波恒彦会長・平野好道幹事

会長挨拶：松波恒彦会長

　皆様こんにちは。まずは自己紹介させて頂き
ます。名古屋生まれ、名古屋育ちで、大のドラゴ
ンズファンであります。瑞穂RC入会は1988年
（昭和63年）6月2日、紹介者は本多さんです。
もう入会して24年になりますが、気分はルー
キーです。
　それでは第33代名古屋瑞穂RC会長挨拶と
方針等のお話をさせて頂きます。今年度のRI会長は田中作次氏で
す。今年度のRIのテーマは、
「奉仕を通じて平和を」
です。ロータリーの友及びガバナー月信等で周知のことと思います

会員65名　出席54名  （出席計算人数50名）

出席率　93.1％ 6月28日は補填により 91.4％

・

・

・

・

本日13：40よりヒルトン名古屋4階「藤の間」にて第1回CA・理事
会を行います。
次週7月12日(木)は第1回クラブフォーラム（決算・予算・委員会
方針）を行います。
同日13：40よりヒルトン名古屋9階「ことぶきの間」にて第1回クラ
ブ奉仕協議会を行います。
同日18：00よりヒルトン名古屋3階「王朝」にて幹事慰労会を開催
致します。

バッジ・ネームプレート授与：松波恒彦会長
　今、お渡ししたバッジは、ロータリアンであるという誇りと、奉仕を
させていただくという謙虚な心で付けて頂きたいと思います。ネーム
プレートは会員、ビジター、ゲストにあなたの氏名を覚えていただく
のに役立ちますので、例会中は必ず着用して下さい。

松井文一郎さん挨拶
　只今ご紹介にあずかりました松井文一郎で
ございます。名古屋に転勤して2ヶ月が経ち、だ
いぶ慣れて参りました。1日も早く皆様に覚え
て頂きたいと思いますので、よろしくお願いい
たします。

川本昌市さん挨拶
　川本昌市と申します。これからロータリー活
動を通し、色々なことを勉強していきたいと思
いますので、御指導、ご鞭撻の程よろしくお願
いいたします。

出席報告 梅村昌孝出席委員長

幹事報告 平野好道幹事

新入会員入会式 ので、要点を述べさせて頂きます。ロータリーは自分より他の人の
ニーズを重視します。自分のためではなく、社会全体のために考え
る、つまり、RI会長の方針は紛争や戦争と対極的な「平和」ではな
く、「心の平和」を目標としております。その1つがロータリー世界平
和フォーラムの推進であります。フォーラムの開催地は3都市です。
第1回目は本年11月30日より12月2日まで「国境のない平和」を
テーマにベルリンで開催します。第2回目は来年1月25日より27日
まで「平和に至る緑の道」をテーマにホノルルで開催します。第3回
目は来年5月17日より18日まで「平和はあなたから始まる」をテー
マに広島で開催します。この広島開催には皆様の参加をお願いした
いと思います。
　今年度の第2760地区ガバナーは千田毅氏です。今年度のガバ
ナー方針は、
「Touch The Rotary ふれあい、思いやり、そして握手」
です。そして、強調事項として4つ挙げられております。
1.会員増強
これは永遠のテーマであります。
2.東日本大震災被災高校生支援
言葉通り、被災高校生の学費支援であり、今後説明をさせて頂きま
す。
3.地区内交流の活性化
分区内の他クラブとの交流を通じてロータリーの友情を育むこと
です。瑞穂RCの交流クラブは豊橋ゴールデンクラブです。
4.オンツーリスボン
これはポルトガルのリスボンで来年6月に開催される、田中作次RI
会長の集大成である本年度RI世界大会に、第2760地区のメン
バーとして参加することです。
　次に名古屋瑞穂RC会長方針と活動計画を述べさせて頂きます。
今年度の活動計画として、
1.継続的な社会奉仕活動の始動
　ここ数年の懸案事項で長期ビジョン委員会でも検討していまし
たが、岩田修司社会奉仕委員長の下、実現化される予定です。
2.研修委員会の実行
　地区研修委員会に出向している天野さんの御指導の下、R情報・
研修委員会において、会員の研修会を4回開催致します。
3.会員増強純増4名
　馬場会員増強及び維持・会員選考・職業分類委員長にお願い
し、新しい会員を柱に会員増強プロジェクトチームを結成します。
4.親睦活動のさらなる強化
　関谷親睦活動委員長には限りある予算の中、会員に大いに喜ん
で頂ける親睦会を考え、作って頂くつもりです。これには大いに期待
しております。
5.新世代奉仕（ローターアクト）への支援を高める
　次世代を担う熱田RACのバックアップを4RCの先頭に立って支
援することを、八木沢新世代奉仕・ローターアクト委員長にお願い
しております。その1つに今年度は初心に返り、瑞穂RCから毎回2
名の参加をお願いします。
6.環境保全活動の再構築（社会奉仕と連動）
　岩田修司社会奉仕・環境保全委員長よりバラエティー溢れる提
案を頂いておりますので、本年度中に結審したいと思います。
7.出席率の向上
　これはロータリーの基本であり、出来る限り全員100%を目指し
たいです。梅村出席委員長には2ヶ月毎に出席状況を集計し、報告
して頂きます。
8.ポリオ撲滅への参画
　これはRIプログラムの中でも特別プログラムで、集結するまで続
けられます。増田地区ポリオプラス委員長に協力し、この運動への
参加を推進します。



幹事挨拶：平野好道幹事

当時、西本さんに声を掛けて頂いたことをなぜかよく覚えています。
　私自身はロータリーへの特別な思いや方針があるわけではない
ので、とにかく会長をサポートし、円滑な活動ができたら良いと思っ
ています。以前、4RC合同例会で名古屋南RCの会長が「ロータ
リーが1番じゃなくていい。仕事が大事。家庭が大事。その次にロー
タリー。」というような事を仰っていたので、私もそのような考えで
行っていきたいです。人ぞれぞれの考え方があると思いますが、私は
ロータリーが命といった感じではありませんので、ご了承頂けたらと
思います。ここ数年の瑞穂RCは30周年記念例会、そして地区大会
と大変忙しい時期でした。2年後に近藤さんがガバナーになられま
すので、来年度からは忙しくなると思います。今年度は特別大きな
行事はありませんので、充電の年と考え、力を蓄えて頂き、ガバナー
になられる近藤さんを支えて頂きたいと思います。直前幹事の馬場
さんを始め、歴代幹事の方々は大変優秀な方ばかりです。新年度を
迎えるにあたり、様々な準備があり、こんな大変な事をどうして引き
受けてしまったのだろうと思っていました。来年度の亀井さんのた
めに今年度は私がレベルを落とし、今年度は駄目だったが、来年度
は大丈夫だろうと思って貰える年にしたいと思います。
　今年度の行事については会長からもお話がありましたが、地区大
会は人数の少ない安城RCがホストを務めるので、全員協力し、是
非ともご出席していただけるようにお願い申し上げます。広島で開
催される世界平和フォーラムにもできるだけご出席下さい。今年度
の4RC合同例会では、瑞穂RCがホストを担当しますので、一生懸
命行いたいと思います。台北延平RCの皆様が名古屋にお越しにな
るのに合わせ、11月22日(木)に夜間例会を予定しています。紅葉を
ご覧になりたいそうなので、その翌日から出掛ける準備をして頂い
ています。幹事の力が至りませんので、皆様のご協力でこの1年間を
乗り切り、来年度にバトンタッチしたいと思います。よろしくお願い
いたします。

9.台北延平RC、国内友好クラブとの友情を深める
　急遽、国際委員長に就任して頂いた髙村さん、延平班長の本多さ
んに今まで以上に友情を深める活動をお願いしています。

　この他、堀会場委員長には楽しく笑顔溢れる例会作りをお願いし
ていますので、1年間お楽しみ下さい。大嶽クラブ広報委員長には正
確に伝えるウィークリー、そしてメディアを通じてロータリーの活動
内容を伝えて頂きたいです。近藤茂弘プログラム委員長には会員が
興味や関心のある卓話をお願いし、出席率向上を図って頂きたいと
思います。10月11日の卓話にはRLI国際本部ファカルティリーダー
の中村靖治さんをお招きします。宗宮職業奉仕委員長は「四つのテ
スト」の徹底を挙げられています。この四つのテストとは職業人とし
て、ロータリアンの心構えを一般の職業人にも理解できるよう、簡単
かつ的確にまとめたものです。一言で言えばフェアな商取引であり
ます。時間を取り、宗宮さんにこれについてお話し頂きます。長坂R財
団委員長にはRIグローバル補助金を授与された場合に、会員が協
力できるよう努めて頂きたいです。稲垣米山奨学委員長には特に新
しい会員に対し、米山奨学への啓蒙を努力して頂きたいです。野崎
長期ビジョン委員長には社会奉仕・環境保全へのバックアップをお
願いします。また委員会からの新しいビジョンの提案を頂きたいと
思います。髙木クラブ奉仕委員長には8つの委員会を束ねて頂き、ク
ラブ会員のために力強くリーダーシップを取って頂きたいです。

　今年度の会長方針は、
「公平なるロータリー、そして感謝の気持ちを」
です。ロータリーの奉仕の理念とは、他への思いやり、助け合う心、
他人のお役に立つ行いをしようとする心です。ロータリアンは創始
者であるポール・ハリスの信条「慣用・慈愛・忍耐」の気持ちを必ず
持っているはずです。ここ数年、瑞穂RCは多くの大きなプロジェクト
を推し進めて参りました。これらは全会員の協力で成功を収めて参
りました。しかし、今年度は特に大きな事業は持っておりませんの
で、クラブ会員の友情をより深める1年にしようではありませんか。ク
ラブ会員全員でコミュニケーションを持ち、チームワークを図り、会
員意識のボトムアップをしたいと思います。会員全員で事業を進め
る公平なるロータリー、そしてその事業に努力して頂いた会員に大
いに感謝の気持ちを持ちましょう。
　最後にもう1つ重要なお話をさせて頂きます。次々年度に近藤雄
亮ガバナーが誕生致しますので、瑞穂RC全員でフォローし、バック
アップする必要があります。今年度中にすべての組織が作り上げら
れます。各会員、諸事情があると思いますが、その時は絶大なる協力
をよろしくお願い致します。来年のこの席で髙須直前会長と馬場直
前幹事のように、私と平野さんが晴れ晴れとした爽やかな顔ができ
ると良いと思います。西本副会長のご助言を受け、平野幹事のお力
を借り、役員、理事、委員長、全会員の協力を得て、1年間頑張ります
ので、どうぞよろしくお願いいたします。これで会長挨拶を終わりま
す。ご清聴ありがとうございました。

国際ロータリーニュース
2012-13年度 田中作次RI会長の紹介

　礼儀正しくよく笑う白髪の紳士が、国際
ロータリー18階の角部屋を出入りするよう
になってから、およそ1年になります。エレ
ベーターやカフェテリアやロビーで出会うと、
満面の笑みに優しい含み笑いを浮かべて会
釈し、心底嬉しそうに挨拶してくれます。
　いつも通訳の寺尾栄子さんを連れて、ト
レードマークの明るさいっぱいに、たとえ頭
の中が他のことでいっぱいでもそんなことは
おくびにも出さない様子で、私たちの間を物
腰柔らかに通っていきます。とはいえ、彼の頭の中にあるのは、ロー
タリーのことに違いありません。ロータリーのことを考えていない時
間は、寝ているときと食べているときだけと、ご本人も認めています。
もっとも、ロータリアンと食事をしているときには、やはりロータリー
のことを考えているのでしょう。
「起きている間は、ほとんどいつもロータリーのことを考えています」
と、国際ロータリーの新会長は言います。
　京子夫人が「本当にロータリーばかり」とつぶやくのも、田中会長
の経歴を見れば、なるほどとうなずけます。八潮ロータリー・クラブ
に入会して以来37年間、あらゆるレベルでロータリーに奉仕してき
ました。これまでに果たした役割は、地区ガバナー、研修リーダー、
ロータリー財団地域コーディネーター、ポリオ撲滅提唱グループの
メンバー、未来の夢委員会委員、2009年バーミンガム国際大会委
員長、日本恒久基金委員長、RI理事、ロータリー財団管理委員など

田中作次RI会長。ロータ
リー・クラブ例会で。ロ
ータリー・フォトライブ
ラリ／Alyce Henson

　今年度幹事を務めさせて頂きます平野です。
少しだけ自己紹介させて頂きます。昭和31年
生まれで現在55歳です。数年前にガバナー補
佐を務めた草野勝彦さんが代表を務める草野
法律事務所で働いています。事務所はここから
歩いて5分くらいの所にあるので、ロータリーを
続けてこられたと思います。本多さんと亡くな
られた大和さんの紹介で、平成7年に入会させて頂きました。入会



場 所
時 間

ホテルオークラレストラン「桃花林」
18：00～20：00
：
：

■今週の行事　7月12日(木) 第1回クラブフォーラム
内 容 決算・予算・委員会方針：

■次週の行事　7月19日(木) 親睦例会

内 容 委員会方針：
■次々週行事　7月26日(木) 第2回クラブフォーラム

例会のご案内

国際基督教大学（東京）のロータリー平和フェローたちとキャンパスを歩く田中作次会
長。ロータリー・フォトライブラリ／Alyce Henson.

です。その間、49年に及ぶ結婚生活を通じて、京子夫人は田中会長
のロータリーの旅にずっと付き添ってきました。夫婦そろって、ポー
ル・ハリス・フェロー、ベネファクター、大口寄付者です。京子夫人は
英語が話せないのに、身振りと手振りでいつの間にか周りの人と通
じ合ってしまうような「陽気で前向きな性格」と、会長は話します。 
　夫人は、卸売り業界における田中氏の事業でも、しっかりと寄り添
い、支えてきました。スケジュールの都合で会長が商用の会合に出ら
れないときには、いつも夫人が代理を務めていました。会長が家を留
守にするときには、旅先から毎日夫人への電話を欠かすことはあり
ません。 
　ご夫妻には娘さんが二人、息子さんが一人いて、マレーシアにいる
娘さんを除く二人は日本に在住しています。お孫さんは現在六人で
すが、もうすぐ七人目が生まれる予定です。毎年正月には、家族全員
が八潮にあるご夫妻の自宅に集まります。
「結婚生活の秘訣は、相手に対する思いやりと忍耐でしょう。私は、
辛抱強い妻に恵まれて幸せだと思っています」と田中会長。「日本の
社会では、女性よりも男性のほうが怒りやイライラをぶつけることが
許されている気がします。でも、私は、妻だけでなく、誰に対しても辛
抱強くあろうと心がけています」
　会長は辛抱強さと実践的な能率のバランスを図っています。全国
家庭紙同業会連合会の元会長だった田中氏は、机の上を常にきれ
いにしておくことが、物理的にも精神的にも、つくづく大切だと言い
ます。頻繁に利用しているEメールも同じで、必要なものだけを保管
し、受信箱はいつもすっきりとした状態に保っています。
「せっかちなので、物事をためておけない性格なんです。ためずにその
場で処理して次に進む、これが私流です」
　自宅の事務所には、日誌や仕事の書類が納められた約3メートル
の書棚があります。あまり書類をため込むことはなく、用がなくなっ
た書類は定期的にまとめて処分するようにしていると会長は話しま
す。ロータリー関連の資料は、八潮クラブに渡されることもあるそう
です。
　旅行中、一番恋しくなるのが愛妻料理で、会長にとって京子夫人
に勝るシェフはいないと断言します。好きなのは和食ですが、故郷で
食べる和食の味は、海外で出される日本食とは比べものにならない
そうです。日本を離れるとラーメンの味も異なり、すき焼きも満足の
行くものを見つけるのが難しいため、旅行中はしばしば、ほかの料理
で気分を紛らわすことがあります。韓国式焼肉の独特の味が好物
で、通訳の寺尾さんいわく、トマトソースがかかったスパゲティがあ
れば、いつでも会長の気を引くことができるそうです。あとは、「チー
ズがどっさりと入った」ものより、あっさりとした味付けを好みます。
アメリカで日本食に対する関心が高まっていることに気付いており、
そのことは寿司レストランの繁盛ぶりからもわかります。この傾向は、
健康に対するアメリカ人の関心を物語るもので、特に本場の日本料
理が求められているわけではないと会長は考えています。
　田中会長は、仕事一辺倒というわけではありませんが、仕事を離
れても一生懸命なことだけは確かです。ある晩のこと、カラオケで休
憩なしに54曲歌い続け、自己最高記録を更新しました。あの夜の3
時間にわたるカラオケマラソンをちょっとした達成感とともに振り返
り、「今またやれと言われても、もうそのスタミナはありません」と話し
ます。しかし、会長のことをよくご存知の方なら、この発言をすぐには
信じることはできないでしょう。
　少し前に、会長が仲間のロータリアンとともに、地元地域で清掃
を始めたことを覚えている方もいらっしゃるでしょう。雑草除去やご
み拾い、ときには犬や猫の死骸を処分することさえあったそうです。
「以前は、あまりきれいとは言えない場所でしたが、私やほかの人が

掃除しているのを近隣住民の方々が見れば、いずれはみんなが掃除
に加わって、自分たちできれいな環境を保つようになる」と会長は話
します。最初は町内を二人で掃除していたのが、あっという間に地域
のロータリー・クラブによる合同プロジェクトへと発展し、毎月1回
の清掃活動を実施するようになりました。やがてこの活動は八潮市
全体に広まり、59団体が参加する年2回の清掃イベントとなり、市
長も参加して、ボランティアたちに激励スピーチを行うようになりま
した。
　八潮クラブに入会してから、「たとえどんなに些細なことでも、人
を助けることがいずれは平和につながる。どのように定義するにせ
よ、平和こそがロータリーの究極の、そして実現可能な目標だ」と気
づいたと、会長は話します。田中作次ロータリー平和フェローシップ
基金を設立し、1月に「奉仕を通じて平和を」を今年度のRIテーマと
して選びました。「平和は、政府間の協定や闘争を通してのみ達成さ
れるわけではなく、私たちの日々のささやかな行いの積み重ねに
よって成し遂げられるものです」
　後に田中会長は、次のようにも語っています。「平和と紛争解決
は、まずは家庭で実践すべきことです。社会の最小単位は家族です
から、そこからスタートすべきです。自分の伴侶をはじめ家族全員と
の平和を常に心がけていれば、家族の一員としての自分を振り返る
機会となり、周りに平和の模範をおのずと示すことができるでしょ
う。家族が平和であれば、もっと多くの人の平和へと発展していくは
ずです」
　個人のニーズよりも社会のニーズを優先させるという日本の伝統
は、ロータリアンの「超我の奉仕」の概念と相通ずるものがあります。
日本が2011年3月の東日本大震災を乗り越え、復興に励むことが
できるのも、この価値観があったからだと、会長は話します。
　復興に向けた人々の協力の姿勢は、日本以外の国にとってもよい
模範となったのではないかと述べた後で、田中会長は次のようにし
めくくりました。「この模範を示す上で、ロータリーが大きく貢献して
いると信じています。特に平和センターを通じての若い世代の研修
や教育がそのよい例です。フェローたちは社会に対する責任感を
持って、世界をもっとよい場所にするために尽力してくれることで
しょう」
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